
溺水溺水

令和元年人口動態統計によると、
小児の不慮の事故における死因のうち、
溺水は３番目に多く、5歳以上では最も多い1)。
溺水で亡くなった53例のうち、家庭内事故が26例で、
そのうち自宅の浴槽での事故が24例であった2)。
４歳以下は浴槽での事故が多いが、
５歳以上になると屋外での事故が増える傾向にある2)。

1. 疫学

人が溺れるときは声も出さず、
水面を叩くわけでもなく静かに沈む（本能的溺水反応）とされ、
溺水トラブルを経験した保護者の86%が
「悲鳴や助けを求める声が聞こえなかった」と答えた。
溺水は2.5cm以上の水深で起こり得る4)とされ、
水中での時間が5分を超えると神経学的後遺症を残しやすい5)。

2.  病態

水を吐かせる目的でのハイムリック法は禁忌。
BLSに従い意識の確認 → 必要に応じてCPR、保温。

3．応急処置

● 浴室の施錠を徹底する。
● 入浴後は浴槽のお湯を抜く。
● 保護者が洗髪中は児を浴槽から出し、定期的に声をかける。
● 首浮き輪を含めた浴槽用浮き輪を使わない。
● 足を入れて座るタイプの浮き輪も、
　 ひっくり返った場合に自分で戻れずリスクが高い。
● 自然水域ではライフジャケットの着用を徹底する。

4．予防・啓発
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